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１．概要 

   ＦＴ２シリーズ流量計は接線式タービンメータで、入り口のオリフィスからの噴流でローター 

を回転させます。回転検出方法はＦＴ２００の場合、赤外線を使用し、ＦＴ２２０はホールセ 

ンサーを使用しています。出力はオープンコレクターで、一般の計測器に接続可能です。 

 

２．仕様 

Ｋ・Ｆａｃｔｏｒ（Ｐ／Ｌｉｔ） 
型  式 推奨接続口径 

流量範囲 

（Ｌ／ｍｉｎ） ＦＴ２００ ＦＴ２２０ 

ＦＴ２＊＊－００４ Ｒｃ１／２”  0.05 ～   0.5 ３２０００ １６０００ 

ＦＴ２＊＊－０１６ Ｒｃ１／２”  0.10 ～   1.6 １５５００ ７７００ 

ＦＴ２＊＊－０４５ Ｒｃ１／２”  0.15 ～   4.5 ８５００ ４２５０ 

ＦＴ２＊＊－０６５ Ｒｃ１／２”  0.30 ～   6.5 ４８００ ２４００ 

ＦＴ２＊＊－ １０ Ｒｃ１／２”  0.50 ～  10 ２５００ １２５０ 

ＦＴ２＊＊－ ３０ Ｒｃ１／２”  2.00 ～  30 １１００ ５５０ 

ＦＴ２＊＊－ ６０ Ｒ ３／４”  4.00 ～  60 ５５０ ２７５ 

ＦＴ２＊＊－１００ Ｒ ３／４”  5.00 ～ 100 ３３０ １６５ 

ＦＴ２＊＊－１６０ Ｒ ３／４”  8.00 ～ 160 ２４０ １２０ 

 

温度範囲  ０～＋７０℃ 

圧力範囲  最大０．６ＭＰａ 

圧力損失  最大７０ｋＰａ 

計測精度  ２％ ｏｆ Ｆ．Ｓ． 

再 現 性  ０．５％ 

出力信号  オープン・コレクター（ＮＰＮ） 

 最大電圧３０ＶＤＣ、最大電流５０ｍＡ 

供給電源  ８～２４ＶＤＣ（２０ｍＡ以下） 

本体  ＰＰＳ 

ベアリング  サファイア 

フィティング  ＰＰ／ＰＶＤＦ 

材  質 

Ｏ－リング  バイトン 

耐環境性  ＩＰ６４（弊社にてケーブル配線を行った場合） 

 

３．配管 

   １．流量計は水平、垂直いずれでも配管が可能です。但し、水平配管の時はケーブルの取り付 

けを天地の方向に向けて下さい。 

   ２．流量計には配管応力が掛からない様にして下さい。継ぎ手がＯ－リングで止めてあります 

ので、出来れば出入り口を保持して下さい。 

   ３．異物が入らない様に流量計の入り口側にフィルターを設置して下さい。 

     フィルター・サイズは１５０メッシュ以上が理想的です。 

   ４．ＦＴ２＊＊－３０以上の場合は出入り口に直管部が必要です。 

     通常、入り口側１０Ｄ（配管径の１０倍）、出口側５Ｄが必要となります。 

   ５．水平配管の場合、計測する流体が満たされる様に配管をして下さい。 

     特に、出口が大気解放状態です空気の戻りが生ずる場合がありますので配管を上げて下さい。 

   ６．気泡が混入すると正常な計測が出来ません。 

     エアー抜きなどの工夫をして下さい。 
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４．配線 

  通常、ケーブルの取り付けは弊社で行っておりますが、延長する場合は、３芯シールド線（０． 

３ｍｍ２以上）を使用して下さい。 

  ノイズが乗る場合は、シールド線を信号グランドに接続して下さい。 

 

  配線方法 

 

内部端子記号 配線色 配線記号 内 容 回路図 

＋Ｖ 赤 ＋８～２４ＶＤＣ  供給電源のプラス 

Ｏ／Ｐ 白 ＳＩＧ  出力信号 

０Ｖ 黒 ＧＮＤ  グランド・コモン 

 緑   シールド線 

 

 

   ＊ 内部配線記号は流量計内部の端子記号で、通常は確認する事は出来ません。 

   ＊ 配線色は弊社が取り付けた場合の一般色です。 

   ＊ 配線記号はケーブルの内容を示します。計器を購入している場合は、計器接続端子番号と 

なります 

５．運転 

  １．運転を行う前に流量計の型式と流量範囲を確認して下さい。流量計は流量範囲にかかわらず、 

同じ形状をしていますので、複数台を購入している場合は注意が必要です。 

    又、計器を同時購入されている場合は、Ａ，Ｂ，Ｃなどの組み合わせ番号があります。 

  ２．流量計には流れ方向があります。矢印を確認して下さい。 

  ３．この流量計は気体を流しても作動しますので、注意して下さい。特に、気体の場合は予想以 

上に流量計のローターが回転しますので不具合の原因になります。 

    耐圧試験で圧縮エアーを使用する場合、又、始めに液を送入する場合等では注意が必要です。 

 

６．外観図 

ＦＴ２００－１０外観図 
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